
聖書宣教会は今年度３名の研修生が与えられ
た。人数的には少ないが、主によって召し出さ
れた特別の一人一人である。この困難な時代に
あって主の召命を確信し、みことばの奉仕に献
身することは主の御業である。３名の新入生に
諸手を挙げてエールを贈りたい。今年度の新入
生の中に、私が属する教会の１人の兄弟が含ま
れている。昨年５月に創立 20 周年をお祝いした
が、初めて献身者が与えられた。教会が無牧の
時代に、聖書宣教会の舟喜順一先生からご指導
をいただいたが、先生が、「牧師を求めるだけで
なく、献身者が起こされるように祈りましょう」
と話されたのを思い出す。20 年目にして祈りが
聞かれ、主の導きを覚え感謝すると共に、感慨
深いものがある。

日本の教会が教職者の減少と高齢化に直面し
ていると叫ばれて久しい。社会の少子高齢化が
深刻の度を深める中、教会において、もう一つ
の少師高齢化が進行している。少子高齢化の２
倍の速度で少師高齢化が進んでいるらしい。長
期的に無牧となる教会が増えたり、複数の教会
を牧会する牧師が増えている。このため、教職
者の負担は極めて大きくなり、十分な牧会が難
しくなっている。ある推計によると、2006 年度
時点で教職者の年齢別構成は、70歳以上が 39％、
60 歳代が 25％、50 歳代が 20％、40 歳代までが
16％となっている。現時点においては更に高齢
化が進んでいると思われる。これから 10 年位の
間に、多くの高齢教職者が退任され、無牧の教
会が激増すると見られる。また、近年は働き盛
りの教職者が健康を害したり、牧会に行き詰ま
りを覚えたりして、辞任する牧師が増えている
と聞く。このような状況も教職者の減少を加速
させている。

献身者が起こされることが教会の発展、福音
の宣教にとって喫緊の課題である。まずは、個々
の教会で献身者が起こされるように祈ることか
ら始める必要がある。そして、祈りの中で示さ
れたことを実行することが大事である。神学校
の先生を招いて、お話を聞くのもよい。神学校
をオープンデイに訪問して、理解を深めるのも
よい。献身者は若い人という固定観念を捨てて、

年齢に関係なく主が召
してくださる時に、応
答することが大事であ
ろう。教会で、信徒伝
道者や信徒説教者を養
成することも、フルタ
イムの献身者に繋がっ
ていく可能性がある。
献身者のための取り組
みを教会の最優先の課題の１つにしていかなけ
ればならない。牧師を求める時と同じような熱
心さを持って献身者や神学生のために祈る必要
がある。献身する者がなくて牧師は生まれない
のであるから、牧師を招くことと献身者を送る
ことは一対のことなのである。

教職者の養成は教会の働きであるが、個々の
地域教会が神学校を持つことは困難である。地
域教会の委託により、教団、教派の神学校や超
教派の神学校が建てられてきた。聖書宣教会も
54 年前に「聖書を誤りのない神のことば」と告
白する福音主義に立つ超教派の神学校として設
立され、諸教会の篤い祈りと献金に支えられて、
多くの卒業生を送り出してきた。しかし、近年
入会者が減少してきている。今年は３名である
が、直近５年間の平均入会者は 7.4 名である。20
年前の５年間平均が 13.6 名で、この間に半分近
くに減少している。しかし、聖書宣教会は学校
経営を行っているのではない。教会から送られ
てきた献身者を聖書の学びを基本に教育し、訓
練するところである。したがって、教会が必要
とし、教会の支援がある限り、入会者が１人に
なっても聖書宣教会の働きは続くのである。そ
の上で、教会に仕える良き教職者の養成を目指
し、研修生の学習・生活環境を改善する必要が
ある。このため、教育・研究設備の充実や専任
教師の増強など、いくつかの課題に取り組んで
いる。聖書宣教会を祈り支えてくださっている
諸教会・諸兄姉に感謝するとともに、引き続き
お祈りをお願いする。

最後に、聖なる主を礼拝し、福音宣教を戦っ
ている諸教会・諸兄姉の上に、主の豊かな祝福
をお祈りする。

巻　頭　言
「献身者が起こされることを」

聖書宣教会理事　ぶどうの樹キリスト教会会員　佐　藤　　　源
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聖書宣教会 校長　鞭 木 　由 行

なかなか寒さから抜け出せない春でした
が、5 月 21 日の金環日食を機に気温も上昇
してきたようです。諸教会の皆様、また卒業
生の皆様、いかがお過ごしでしょうか。学舎
から最新の様子をお知らせいたします。
今年度は、3 名の入会者を迎えて新学期を
開始しました。一昨年は 13 名、昨年は 8名、
今年は 3名と、この三年間確実に研修生の数
は減少してきました。現在、在校生は 26 名
です。日本の諸教会が今後ますます牧師を必
要とする時期に、日本の教会の将来を覚えて、
「働き人」のためにますます祈らなければな
らないと思い知らされています。しかし、人
数の多少に惑わされず、今年度も忠実に使命
を果たして行きたいと願っています。
●夏期研修講座・教会音楽夏期講習会
すでにお伝えしてありますが、昨年、大震
災の影響で開催することができなかった夏期
研修講座を開催すべく教師会で準備を進めて
います。それぞれが聖書テキストから「牧会」
について関連の深い箇所を釈義しながら、聖
書の教える「牧会と牧会者」に迫って行きた
いと思っています。皆さんの参加をお待ちし
ています。忙しい夏の奉仕の始まる前に、奥
多摩の自然の中で研修と交わりと休息の良い
機会となることを願っています。このような
テーマは当初平凡すぎるかと思いましたが、
昨今、卒業生の中で牧会の現場から退場を余
儀なくされるケースが起き、今は時宜を得た
企画と思っています。定員は 75 名ですが、
例年より申し込みが多く、５月末現在 55 名
の方々が申し込まれています。参加を考えて
いる方々は、どうぞお早めにお申し込みくだ
さい。また教会音楽夏期講習会は、昨年同様、
聖書宣教会を会場に開催します。こちらの講
習会にも多くの方々の参加を願っています。
●二つの奨学金、感謝します
この「通信」146 号で私は、かつて七年間
にわたって私たちをサポートしてくれた「リ
ビア第一コングリゲーショナル教会」の奨学
金について紹介しました。そして「高額でな
くても、各教会が（あるいは個人でも）、

月 5000 円でも 1 万円でも定期的にひとりの
神学生をサポートしてくれるならば、それは
どんなに大きな支えになることでしょうか」
と書きました。その後、ある信徒（匿名希望）
の方と、ある地域教会（決して大きな教会で
はない）から月々 1万円の奨学金の申し込み
がありました。それは、大きな励ましでした。
そして、これがそのように読まれているこ
とも知らされ、私自身への励ましとなりまし
た。引き続き経済のためにもお祈りください。
●家族寮の問題
最近、聖書宣教会で課題となりつつあるの
は「家族寮」の問題です。20 年が経過し次
第に老朽化が目立つようになりました。家賃
補助費だけでも宣教会の会計にとっては大き
な負担となっています。毎年家族寮生の負担
分を含めると年間 800 万から 900 万ほどの支
払いをしていることになります。このまま古
くなって行く建物を借り続けることは、自ず
から限界です。できれば自前の家族寮が一番
良いのでしょうが、土地の面積や様々な規制
によって、それもなかなか困難な状況です。
どのようにするのが良いのか検討段階です
が、併せてぜひお祈りください。
●近況
5 月 22 日、前期の祈りの日がぶどうの樹
キリスト教会の牧野直之先生を迎えて持たれ
ました。アブラハムのとりなしの祈りから、
とりなしの祈りの重要性を改めて覚えること
ができました。5 月 28 日は神学校親善ソフ
トボール大会があり、久しぶりに「優勝」の
味をかみしめました。6 月 7 日と 8 日は、新
潟聖書学院から中村敏先生を迎えて特別講義
が持たれました。今年は中村敏先生が取り組
んでいる日本における神学校の歴史を二日間
にわたって講義していただきました。そして、
27日から 7月 4日まで集中講義の期間です。
こうして 7月 5日から夏期調整期間に入り
ます。どうぞ研修生ひとりひとりが、主の器
としてふさわしく整えられていくようにお祈
りください。
皆様の祈りに心より感謝しつつ。

聖 書 神 学 舎 か ら
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2012年度新入会生

左より　小幡、田中、森本

氏　名 出 身 教 会 奉仕教会　　

（聖書神学舎本科）[ 3 名 ]
小　幡　　　塁 ぶどうの樹キリスト教会 日本福音キリスト教会連合 ぶどうの樹キリスト教会

田　中　秀　亮 東京カベナント教会 単立 東京カベナント教会

森　本　浩　平 興戸キリスト教会 日本福音キリスト教会連合 東村山キリスト教会
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「神様のタイミング」
小 幡 　 塁

　十年前の私は、将来キリストの働き手となるた
めに神学校で学ぶことなど夢にも思っていません
でした。そのように、神を知らず、自分の罪の中
で滅びるはずだった私を救ってくださり、さらに
主に仕える者として召してくださった神様に感謝
します。
　救われた当初から、働き手としての召しを感
じ祈ってきましたが、自分の都合ではなく神様
の都合で献身への道が開かれたとつくづく感じ
ています。結果的にそれが色んな意味でベスト
なタイミングになったと思います。自分の人生
の中で神様の導きを強く感じる経験でした。こ
れから、主に仕える者としての訓練が始まりま
すが、与えられた学びの機会を無駄にすること
なく、大胆に福音を宣べ伝える者に成長できる
ことを願っています。
　祈りと具体的な支援で学びを支えてくださる母
教会の牧師先生ご夫妻、兄弟姉妹にも感謝します。
　主の御心にかなった働き手となれるよう、これ
からもお祈りください。

「神のことばの確かさに立たされて」
田 中 秀 亮

　私は大学生の頃から、教会やキリスト者学生会
（KGK）での奉仕を通して、将来、みことばに仕
える働きに携わりたいという思いが徐々に芽生え
ていきました。卒業後の進路を模索する中で、あ
る方から KGK 主事として働くことを打診されま
した。私はこれまでの歩みを振り返り、これが主
に召された道であると受けとめ、その招きに応答
しました。
　交わりの中で育てられ、主に感謝する 6 年間の
歩みでした。同時に、自分自身の足りなさを知ら
され、これからも伝道者として歩みを続けて良い
のかと、私は主の前に問われました。ある先輩と
の交わりの中で、私が考えていた伝道者としての
「ふさわしさ」は、働く上で用いられるものだと
しても、その条件ではないことを教えられました。
経験や能力を超えて働く神のことばに信頼するこ
とに立たされ、主の招きに応答しました。私は、
聖書宣教会での学びが、主なる神様への信頼と神
のことばの確かさが深まる時となることを願って
います。
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2011年度卒業・修了生

後列左より　伊東、加藤、ブラッシュ、児玉
前列左より　濵川、菊池、浅野

氏　名 奉 仕 先

（聖書神学舎本科卒業）[ 5 名 ]
伊　東　勝　哉 信愛キリスト教会 単立

加　藤　秀　典 京都めぐみ教会 日本同盟基督教団

児　玉　武　志 宣教教会 日本福音キリスト教会連合

濵　川　昌　彦 相原キリスト集会 単立

ブラッシュ・リチャード St. Ebbe's Church The Church of England

（聖書神学舎聖書科修了）[ 2 名 ]
浅　野　正　己 青梅キリスト教会（ぶどうの木コイノニア） 日本福音キリスト教会連合

菊　池　　　守 ぶどうの樹聖書教会 単立
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「真実な主の恵みとあわれみ」
伊 東 勝 哉

　主の尽きない恵みとあわれみに心から感謝しま
す。4 年間を通し、みことばの真実、祈りの力を
深く教えられました。あらゆる試練を通し、主は、
信仰の糧を与えてくださいました。その時は「ど
うして？」と嘆かずにはいられない出来事が、振
り返ると大切な経験であり、主にすがり、委ねる
という自分では成せない成長へと導いてください
ました。すぐには明確な答えが与えられずにもが
くこともしばしばありました。しかし、主はいつ
も共にいてくださり、どんな試練にも脱出の道を
備えてくださいました。
　聖書宣教会で学んだ最も大切な二つのこと「み
ことばと祈り」、生涯に渡り、それに優る力はな
いと確信します。真実な主のご主権に信頼し、与
えられた一つひとつの働きに忠実にお仕えするし
もべとして歩んでいけますようお祈りください。
　教会の愛する兄弟姉妹、先生方、研修生のお一
人おひとりの存在と祈りに支えられて歩んでこら
れたことを心より感謝しています。

「ただ主だけを証しする者に」
加 藤 秀 典

　「彼は光ではなかった。ヨハネ 1：8a」4 年生の
ある主日礼拝でのみことばです。この学び舎で私
は、その多くの時間において自分が光になろうと
していました。「良い神学生」そしてやがては「良
い牧師」になることに躍起になっていたように思
います。しかし、代わりに知らされたのは、「良い」
にはほど遠い罪人でしかない自らの姿でした。
　この事実を知らされたこと。それは私にとって
恵みとなりました。というのは、そこで私は主の
あわれみと御手の大きさを実感したからです。悔
い改めに導かれた私に、主は裁きではなく、こら
しめの姿を示してくださいました（哀歌 3）。
　「彼は光ではなかった。」私はこのみことばを、
自らの奉仕の心構えとして覚えたいと願います。
自らに何か誇れるものを持つ必要はない。光は主
ただお一人であり、私はその方をただ証しするた
めに召された。ここに、私は奉仕者としての平安
を得ています。
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「罪人に与えられた恵み」
ブラッシュ　リチャード

　聖書宣教会にいた 4 年間を振り返ってみれば、色々
な苦労を思い出すと同時に、私に対する主の恵みも思
わされます。14 年前に私が初めて信じた恵みの福音を
今も喜んで信じています。いや、その時よりも、「恵み」
の意味を深く体験させていただいていると思います。
　主の恵み以外に、私には拠りどころがないからです。
　ここに愛がある。イエス様こそ、道、真理、いのち
であられる。罪人のかしらであるこの者にも救いの恵

みが及び、折にかなった助けが本当に豊かに与えられ
続けています。この福音を、心から証しできます。
　この証しとこの福音を携えて、宣教の働きに遣わさ
れてまいりたいと思います。
　祈り支えてくださった皆さま、またいつも傍にいて
くれた妻と子どもたちに感謝します。聖書宣教会は、
決して学問的な学びの場だけではありません。人生の
歩みを兄弟姉妹方と共有できる、不思議な場所です。
　聖書宣教会への導きを与えてくださった主なる神様
に、心から感謝致します。

「聖書信仰の継承」
濵 川 昌 彦

　「聖書は神のことばである」とは、私たちの確信であ
り、福音主義の土台です。この確信は、聖書宣教会で
の 4 年間の学びを通し、揺るがない確信となりました。
　それは、翻訳を経ていない原語の聖書を、その一点
一角まで自らの目で確認し、読み解く訓練を受けられ
たからです。この特権に与ることを許された主に、心
からの賛美と感謝を申し上げます。

　当然ながら、特権には責任が伴います。教会を神の
ことばによって建て上げるという、先生方を含めた先
達が労してこられた働きに、私たちも就くことになり
ます。教会が私たちに求めるのは、みことばのプロ
フェッショナルとしての働きです。神学校を卒業した
ての未熟者です、などという言い訳は通りません。教
会が聖書信仰に堅く立つために、自らの至らなさを謙
虚に認めつつも、ご自身の働きの器として私たちを用
いてくださる全能の主により頼みつつ日々研鑚を積み、
主が備えられる道を走り通したいと思わされています。

「神の召しに立つ」
児 玉 武 志

　2 年生の後半まで、学ぶことの意義を見出さず、
聖書宣教会に来たことは間違いだったのではないか、
と思うこともありました。私は、神とそのことばに対
する誠実さを欠いていました。毎日のチャペルにも、
神への恐れ、喜びは失われていました。同時に、研修
生のみんなに対しても、感謝と信頼は薄くなっていま
した。そのような状態から神がどう導いてくださった

のか、恥ずかしながら詳しく覚えていません。しかし、
言えることは「神がこんな私を召してくださった」と
いう召しに立たせていただいたこと、そして、それを
指し示してくれる人々がいたということです。次第に、
みことばを聞き、学ぶことに感動し、喜んでいること
に気づきました。みことばを語ることが私の喜びだと
分かりました。もう自分のための人生ではない、「生き
ることはキリスト、死ぬことも益です」と告白して生
きる恵みに与っています。振り返れば、神の恵みに溢
れた 4年間でした。

「私の夢」
浅 野 正 己

　私は聖書宣教会に入会する前 9 年間牧師・伝道師で
した。それ以前 8 年間 ( うち 1 年間は病気で休養 ) は二
つの神学校で学びました。そして、聖書宣教会で3年間、
計 20 年間、献身者として教会生活を送ってきました。
　その間、教会内での様々な問題を見聞きし、また、
問題の当事者になったこともありました。そこには、
批判と裁きがあり、主の十字架による和解はどこにいっ
てしまったのかと思わされることが、しばしばでした。

　どうしてなのか？教会の交わりは主の聖餐に与かる
交わりではないのか。多くの同労者が倒れ、現場を離
れていく教会の実態をどう考えたらいいのか？それが
聖書宣教会でずっと私の心の内にあった問題意識であ
り、痛みでした。聖書宣教会の学びを終えようとする
現在も、その痛みはずっと続き、さらに強くなってい
ます。しかし、その痛みは、主を待ち望む希望へと私
を導いてくれます。
　「見よ。兄弟たちが一つになって共に住むことは、
　なんというしあわせ、 なんという楽しさであろう。」
　詩篇 133：1   私の夢です。

「主の僕として歩む」
菊 池 　 守

　57 歳の時早期退職をし、聴講と四ツ谷聖書講座と聖
書科と、それぞれ 2 年間学ばせていただきました。聖
書神学舎での学びを振り返りますといろいろなことが
思い出されます。無牧の教会からの志願ということも
あって、盛岡のＷ牧師には大変お世話になりました。
　聖書神学舎で学ぶことは若い頃からの願いでしたか
ら、入会願書を提出する時には、辞職願を出し神学校

での学びに備えていました。諸事情から聖書宣教会へ
の入会は保留となりましたが、聴講生として学ぶこと
が許され、その後聖書科に進むことができました。主
に頼る者には応えてくださることを学ばされた 6 年間
でした。また、主の僕として歩む道は服従の道である
ことも深く学ばされました。主をあかしするために、
主が聖書神学舎での学びを通し、あらかじめそのあか
しをも備えていてくださったことを心から感謝いたし
ております。
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編 集 後 記
主の恵みをご報告し、様々な問題意識や祈りの課題
をお伝えすることを許されるこのような通信があるこ
とを感謝しています。一方で、諸教会に思いを馳せて
祈るにつけ、情報の不足や偏りのあることを思わされ
ます。ニュースレターや私信を頂戴するのは、いつも

嬉しいことです。祈らせていただいています。来訪く
ださることや招請を受けることも感謝です。ここ羽村
でも、諸教会においても、主の民の、分かち合い、祈
り合う交わりがさらに豊かにされることを切望して、
主の導きを祈ります。（A）

○紙面でご覧の通り７名の卒業・修了者が、牧師、伝道者として主の畑に遣わされました。召して
くださる主、整えてくださる主に感謝します。
○昨年度も、地上の歩みを全うして主のみもとに迎えられた同窓生もあれば、思いがけない苦難に
直面している働き人たちもあります。主の民、主の教会の上に天来の慰めがありますように。
○聖書宣教会の働きのための経済的な必要を、昨年度も主が満たしてくださったことを感謝してい
ます。詳細は挟込み別紙の通りです。主がそのためにお用いくださった諸教会、皆さまの上に祝
福がありますように。
○今年度の在校生 26 名という人数は稀に見る少数です。少人数ゆえの制約もあれば、充実もあり
ます。この人数での一年間の歩みが守られるようにお祈りください。
○教職員の健康と奉仕のためにお祈りください。支えている家族と教会も覚えてお祈りください。
○夏期伝道実習では、山梨、愛知、大阪、香川で、4チーム 12名が奉仕させていただきます。キャ
ラバン伝道のためにお祈りください。
○昨年度 5、7、10、3 月と行われた救援奉仕活動を引き継ぎ、諸教会と祈りを合わせつつ、今年
度も東日本での奉仕を続けたいと願っています。

近況と祈りの課題

図書館長　津 村 俊 夫
ひと昔前までは、私は図書館でコピーした資料は、自宅のファイル・キャビネットに入れて分類し、
必要に応じてキャビネットから取り出して使っていました。海外の研究所に行った時には、カバン
いっぱいに、時には新しいカバンを購入して、コピーを持ち帰ったものです。コピー用紙は、特に
重いので、持ち帰るのがひと苦労でした。
そして、キャビネットの中でどのように分類するかが、また難題でした。今、とり組んでいる論
文のために関係資料を一つのフォルダーに入れてしまいますと、その資料は別のテーマの論文のた
めに必要な時にすぐには取り出せません。一つの資料を多くの目的のために用いる為には、予め鍵
語でタグを付けておくか、同一の論文の重複コピーを作成して数ケ所のフォルダーに入れておくか、
いろいろと工夫が必要でした。
しかし、今ではすべてを pdf 化して、ハードデスクに入れて、Greplin のような検索ソフトで
pdf の中味まで全文検索をかけることが出来ますので、論文には［著者名（年代）論文名］だけを付け、
分類しないでアルファベット順に、クラウドかハードディスクにどんどん溜めていくだけで十分で
す。他に Evernote のような、クラウド型のデータベース管理ソフトもありますので、色々、自分
に合ったものを試してみるとよいでしょう。文献表のためだけなら Endnote のようなソフトも、
今ではWEB検索の能力があり、初期のヴァージョンとは見違える程、強力なものになっています。
けれども、資料を整理することと、情報の中味を吟味することとは同じではありません。昔なが
らに、資料をじっくり丁寧に「読む力」を養うことがもっと大事なことだと思います。

論文情報の整理について
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